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3６
四「原因誌」は，アラビア語写本では31の命題に分かたれており，ラテン語写本では32の命題に分かたれている。そのわけは，ラテン語写本において第四命題が二つに分割きれているからである。したがって，第四命題までは「命題４」と記される。そして分割ざれた後半部は「命題４（５）」と，第五命題以下は「命題５（６）」というふうに，括弧でラテン語写本の番号が入れられて記される習慣にある。但し，括弧の部分が省かれたり，「命題」が省略苔れ数字だけが記されることも少なくな
“いi原因劃の各命題は｢項｣に細分きれて,その最初から通し番号附けられている(1-219)。そこで本稿では，項番号を必要とする場合には，（５，５９）のように,，命題番号の後にコンマを入
れて項番号（上例では59）を記入することにする。
(２，Platon,PAaed尻247c3-e6；Ｐｈａｅｄ､７８b4-79a5等。(2QPlotinos,ＥｍＬＶ､６〔24〕・田中美知太郎，水地宗明，田之頭安彦訳『プロテイノス全集」第三巻
p498の解説参照。 〔筆者・高知大学教授〕
